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表紙の写真　人力車で、大正時代にさぁ出発だ！（みちのく古川食の蔵 醸
か

室
むろ

）
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※大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。

今月の表紙

①圧倒的な外観を誇る、江戸時

代後期に建てられた酒蔵　②ハ

イカラさんになって、気分は最

高潮　③人力車から眺める風景

は、まるで大正時代　④市内の

ダンスチーム「7color」によるキ

レのあるダンス・パフォーマン

ス　⑤三本木地域出身のポップ

スユニット「かけらライオ」によ

る野外ライブ

　10 月 1 日から 31 日まで、みちのく古川食の

蔵醸
か

室
むろ

で「醸室秋まつり」が開催されました。同施

設には、江戸時代後期に建てられた酒蔵を改装し

た大小 10 棟ほどの蔵があり、個性豊かな飲食店

や雑貨店、観光物産センターなどが並びます。昨

年から「まちの駅」の認定を受け、人と人の出会い

と交流を促進するイベントを定期的に実施するな

ど、賑わいの場として活用されています。

　まつり期間中の土・日曜日、大正デモクラシー

の旗手、吉野作造生誕の地に思いを馳せ、当時を

イメージした衣装に身を包み、人力車に乗って緒

絶川沿いを巡る「ハイカラさんになって人力車に

乗ろう！」が行われました。人力車に乗った皆さ

んは、いつもとは違った目線から見る緒絶川沿い

の風景にうっとり。優雅なひとときを過ごすこと

ができました。

　また、19 日には「鳴子の風」フェスタが行われ、

地発泡酒「鳴子の風」を味わいながら、野外ライブ

を楽しみました。そのほか、つるし雛ミニ教室や

市内で評判のお菓子を集めた大崎スイーツまつ

り、各店舗では、まつり期間中の限定メニューを

提供するなど、行き交う人々に趣向を凝らしたお

もてなしをしました。

　まちの駅、みちのく古川食の蔵醸室は、多くの

市民や観光客の交流の場、憩の場、出会いの場と

して、これからも訪れる人々を楽しませ、安らぎ

を与えてくれます。

 

 




